
 

 

 
 

 

平成 26 年 10 月 7 日 

各     位 

大阪市中央区淡路町三丁目 6 番 3 号 

ステラケミファ株式会社 

代 表 取 締 役 深 田 純 子 

（コード番号 4109 東１） 

（問合せ先）取締役執行役員総務部長 宮下雅之
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子会社および孫会社の解散・清算に関するお知らせ 

 

 

 当社は、本日開催の取締役会におきまして、下記のとおり当社の連結子会社ステラグリー

ン株式会社および孫会社 Stella Green Korea Corporation を解散および清算することを決議

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．解散および清算に至った経緯 

 新しい経営体制への移行を機に当社グループでは、グループ事業の選択・再構築を行

うため、不採算事業や将来性の見込めない事業の縮小・撤退を推し進めています。その

一環として、業績が低迷しているステラグリーン株式会社(子会社)、Stella Green Korea 

Corporation(孫会社)を解散し、清算することと致しました。両社が主体のエネルギーマ

ネジメント事業においては、事業戦略の再構築、経費の削減などに努めてまいりました

が、業績不振が続いたため、今後の事業継続が困難と判断いたしました。 

 

２．解散する子会社および孫会社の概要 

ステラグリーン株式会社(子会社) 

(1)名称 ステラグリーン株式会社 

(2)所在地 大阪市西区江戸堀一丁目５番 16 号肥後橋ＭＩＤビル 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役 野澤 充 

(4)事業内容 エネルギーマネジメントシステムの研究開発および製造販売 

(5)資本金 ２億円 

(6)設立年月日 平成 20 年 7 月 15 日 

(7)株主構成 ステラケミファ株式会社  100％ 

(8)上場会社と当該会社

の関係 

資金関係 当社が 100％出資しています。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 金銭の消費貸借および事業所の賃貸借の関係

があります。 

関連当事者への 

該当状況 

当社の連結子会社であり、関連当事者に該当

します。 

 

 



 

 

 

 

 

(9)最近 3年間における経営成績および財政状態 

決算期 平成 23 年 12 月期 平成 24 年 12 月期 平成 25 年 12 月期 

純資産 114,577 千円 △124,576 千円 △361,612 千円

総資産 148,518 千円 69,865 千円 127,847 千円

売上高 321,428 千円 9,903 千円 85,579 千円

営業利益 88,948 千円 △239,666 千円 △235,217 千円

経常利益 86,883 千円 △238,733 千円 △236,615 千円

当期純利益 85,826 千円 △239,153 千円 △237,035 千円

 

 

Stella Green Korea Corporation(孫会社) 

(1)名称 Stella Green Korea Corporation 

(2)所在地 韓国京畿道光明市下安路 60 

(3)代表者の役職・氏名 代表理事 黄 泰連 

(4)事業内容 スマートプラグを始めとしたエネルギーマネジメント製品の製造販

売 

(5)資本金 ３億ウォン (約 3,000 万円) 

(6)設立年月日 平成 26 年 1 月 9日 

(7)株主構成 ステラグリーン株式会社  100％ 

(8)上場会社と当該会社

の関係 

資金関係 ステラグリーン株式会社が 100％出資してい

ます。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 金銭の消費貸借関係があります。 

関連当事者への 

該当状況 

当社の連結子会社(孫会社)であり、関連当事

者に該当します。 

(9)最近 1年間における経営成績および財政状態  

決算期 平成 26 年 12 月期（1月～8月） 

純資産 155,656 千ウォン

総資産 270,911 千ウォン

売上高 83,816 千ウォン

営業利益 △150,156 千ウォン

経常利益 △144,343 千ウォン

当期純利益 △144,343 千ウォン

（注）設立初年度のため、当期 8 月までの実績値を記載しています。 

決算確定数値ではありません。 

 

３．解散・清算の日程(子会社及び孫会社とも) 

平成 26 年 12 月下旬(予定)：臨時株主総会における解散決議 

平成 27 年 ４月上旬(予定)：清算結了  

 

４．業績に与える影響 

当該子会社および孫会社の解散による連結業績への影響につきましては、現在精査中

であり、新たに開示の必要性が生じた場合、速やかに公表いたします。 

 

 

以 上 


